
昭
和
51
年
の
開
園
以
来
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
市
民
プ
ー
ル
は
、
次
の
主
な
理
由
に
よ
り
今
年

の
夏
か
ら
開
園
を
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
教
育
委
員
会
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
全
小
学
校
プ
ー

ル
の
開
催
日
数
を
従
来
よ
り
増
や
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

１．

開
園
以
来
31
年
が
経
過
し
耐
用
年
数
が
過
ぎ
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

市
民
プ
ー
ル
は
国
の
補
助
金
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
耐
用

年
数
30
年
が
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
流
水
プ
ー
ル
の
水
槽
の
継

目
や
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
の
鉄
骨
・
手
す
り
の
劣
化
な
ど
金

属
部
の
腐
食
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
舗
装
の
不
等
沈
下
等
が
顕

著
に
現
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
目
視
で
き
な
い
給
排
水
管

な
ど
地
中
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
設
備
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

２．

応
急
的
な
施
設
修
繕
で
は
、
利
用
者
の
安
全
確
保
が
困
難

で
す
。

昨
年
７
月
に
は
県
内
の
公
立
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
痛
ま
し

い
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

死
亡
事
故
を
契
機
と
い
た
し
ま
し
て
、
プ
ー
ル
の
運
営
に
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
安
全
面
に
お
け
る
万
全
の
施
設
整
備
が
必

要
に
な
っ
て
お
り
、
応
急
的
な
施
設
修
繕
で
は
利
用
者
の
安

全
の
確
保
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

３．

大
規
模
改
修
を
行
っ
て
も
毎
年
維
持
管
理
の
た
め
の
施
設

修
繕
が
必
要
で
す
。

利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
大
規
模
な
改
修

が
必
要
で
す
が
、
大
規
模
な
改
修
を
行
っ
て
も
毎
年
維
持
管

理
の
た
め
の
施
設
修
繕
が
必
要
で
す
。

４．

市
民
プ
ー
ル
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

ピ
ー
ク
時
に
は
、
入
園
者
数
１
２
４，
０
０
０
人
を
数
え

対
象
／
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
ま

た
は
妊
娠
中
の
方
が
い
る
家
庭

配
布
方
法
／
○
市
内
の
学
校
等

(

小
・
中
学
校
、
保
育
所(

園)
、
幼

稚
園)

に
お
子
さ
ん
が
通
っ
て
い
る

家
庭
＝
６
月
18
日
か
ら
学
校
等
を
通

じ
て
お
子
さ
ん
に
配
布

○
右
記
以
外
の
お
子
さ
ん
ま
た
は
妊

娠
中
の
方
の
い
る
家
庭
＝
６
月
25
日

か
ら
、
こ
ど
も
課
・
各
保
健
セ
ン
タ

ー
・
吹
上
支
所
福
祉
こ
ど
も
課
・
川

里
支
所
健
康
福
祉
課
・
各
公
民
館
・

市
民
セ
ン
タ
ー
・
駅
連
絡
所(

鴻

巣
・
北
本)

で
配
布
　
※
お
越
し
の

際
は
、
お
子
さ
ん
の
住
所
・
年
齢
が

確
認
で
き
る
も
の(

お
子
さ
ん
の
名

前
が
載
っ
て
い
る
健
康
保
険
証
、
こ

ど
も
の
医
療
費
受
給
資
格
証
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資
格
証
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
資
格

証
な
ど)

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
妊
娠
中
の
方
は
、
母
子
手
帳
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

協
賛
店
舗
等
の
情
報
／
優
待
カ
ー
ド

と
一
緒
に
配
布
さ
れ
る
「
協
賛
店
舗

等
一
覧
」
や
、
市
ま
た
は
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
こ
ど
も
課
こ
ど
も
担

当(

内
線
２
６
３
３)
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１
枚
の
カ
ー
ド
で
県
内
の
全
協
賛
店
舗
に
て
商
品
割
引
な
ど
の
優
待

パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
事
業
を
開
始

市
で
は
、
埼
玉
県
と
共
同
で
７
月
１
日
か
ら
、
中
学
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
ま
た
は
妊
娠
中
の
方
の
い
る
家
庭
を
対
象
に
、
協
賛
店
舗
等

で
商
品
割
引
な
ど
の
優
待
が
受
け
ら
れ
る
「
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ

ッ
プ
」
事
業
を
始
め
ま
す
。
優
待
を
受
け
る
た
め
に
は
、
対
象
家
庭

に
配
布
さ
れ
る
「
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
優
待
カ
ー
ド
」
を
、

協
賛
店
舗
な
ど
に
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
お
、
パ
パ
・
マ

マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
優
待
カ
ー
ド
は
、
次
の
と
お
り
配
布
し
ま
す
。

カード(裏) カード(表)

各店舗の
特典を記載

協賛店舗用

○○○○○



ま
し
た
が
、
年
々
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
平
成
17
年
は
、

ピ
ー
ク
時
の
39
％
弱
の
４
８，
２
８
５
人
で
あ
り
、
そ
の
内

約
55
％
は
市
外
の
入
園
者
が
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併

に
よ
る
人
口
増
加
や
市
民
プ
ー
ル
ふ
き
あ
げ
の
閉
園
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
平
成
18
年
入
園
者
数
は
４
３，
１
７
１
人
と
前

年
を
約
５，
０
０
０
人
下
回
っ
て
し
ま
い
市
民
プ
ー
ル
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
が
さ
ら
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

参
考１．

大
規
模
改
修
費
＝
約
３
億
２，
５
０
０
万
円(

開
園
に
要
す

る
費
用)

２．

年
間
維
持
管
理
費
＝
約
６，
５
９
０
万
円(

過
去
10
年
間
の

平
均)

３．

年
間
収
入
＝
約
１，
６
５
０
万
円(

過
去
10
年
間
の
平
均)

問
い
合
わ
せ
／
み
ど
り
課
み
ど
り
推
進
担
当(

内
線
７
２
４
２
２)

ファミリー・サポート・センター事業では、子育ての援

助をしてくださる方を募集しています。

活動内容等／ファミリー・サポート・センター事業は、子

育ての援助をしてくださる方(協力会員)と子育ての援助を

受けたい方(依頼会員)に会員となっていただき、センター

にて依頼会員の依頼内容や希望に合った協力会員を紹介し、

子育て家庭を支援する事業です。協力会員になる方には子

育てサポーター養成講座を受講していただき、会員として

登録後、有償ボランティアとして活動していただきます。

(活動例)＝保育所などへの児童の送迎・保育所などの保育

時間前後の児童の預かり・家族の冠婚葬祭などの用事がで

きた場合の一時預かりなど

対象／市内在住の20歳以上の方で、心身ともに健康で子育

てに意欲があり、子育てのお手伝いをしたい方

募集人数／30人

参加費／無料

その他／未就学児までのお子さんがいる方で保育希望の方

は申し出てください。

申込み／７月２日�までに、電話・ＦＡＸ・電子メールま

たは直接保育課・吹上支所福祉こども課・川里支所健康福

祉課へ

問い合わせ／保育課保育担当(内線2641、ＦＡＸ541-1328、

メールアドレスhoiku@city.kounosu.saitama.jp）
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日程及び講座内容 
と　　き 

７月18日�
10時～12時 

７月20日�
10時～12時 

７月26日�
10時～12時 

７月27日�
10時～12時 

内　　容 

・開講式、制度の概要 
・身体の発育と病気 
・子どもの安全と事故 

会　　場 講　　師 

総合福祉センター
(生涯学習室)

保健師 

保育士 

鴻巣消防署員 

子育て 
アドバイザー 

・保育の心、子どもの 
　遊び 

・応急手当講習 
　　(講義と演習)

・子育てサポーターとしての心構え 
・閉講式 

あなたの力を子育てに！

子育てサポーターを募集

マツモトキヨシ 

鴻中陸橋 

鴻巣公園 

南小 

駐車場 
南学童保育室（旧登記所） 

J
R
高
崎
線 

至
大
宮
 

至
熊
谷
 

富
士
見
保
育
所 

武蔵野銀行 
鴻巣支店 

本町コミュニ 
ティセンター 

須田歯科医院 

小松屋豆腐店 

本町 

本町（南） 

鴻巣市ファミリー・ 
サポート・センター 
鴻巣連絡所 

車でお越しの方はこちら 
の敷地に駐車して下さい 

連絡所を新たに開設！

ファミリー・サポート・センター

ファミリー・サポート・センター各連絡所 
施設名・所在地 

鴻巣連絡所
本町8-7-26

吹上連絡所 
吹上富士見1-1-1
吹上支所内 

利用時間 

月・水・金
9：00～15：00

電話番号 

543-7238

548-1211㈹ 
(内)291

火・木
9：00～15：00

鴻巣・吹上連絡所が、６月１日に開設されました。別表のと
おり、アドバイザーが連絡所開設時間内に勤務していますので、
登録から利用まで迅速な対応ができるようになりました。ファ
ミリー・サポート・センターは、地域の育児支援のネットワー
クです。お気軽にお立ち寄りください。
問い合わせ／保育課保育担当(内線2641)鴻巣連絡所 鴻巣連絡所 


